









Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja


































ラ シ ヨ ナ リ ズ ム
、其説雖有出入所見頗相似、唯至晩近、孛士氐非士謨





132  西周の「哲学」再考—『百一新論』と慶応年間の手記から— 
また、該書には「哲学」という語は登場しないものの、「斐鹵蘇比
ヒ ロ ソ ヒ ー
」なる用語が用いられており、「東土謂
之儒、西洲謂之斐鹵蘇比、皆明天道而立人極、其實一也」とある。すなわち「東土の儒と、西土の斐鹵蘇比


















ー・ルーイス (George Henry Lewes、1817-1878) の『哲学史』The Biographical History of Philosophy, 
from its origin in Greece down to present day.1857 の一篇（西自身は「英ノ若耳治






五十七年ニ、刊行セル、 附 傳 哲 學 史
バイオグラヒケルヒシトリオフヒロソヒー
ノ最後ノ篇ヲ譯シテ」と述べる14）と、同じくルーイスの『コン
トの科学哲学』16－21 章 Comte’s Philosophy of the Sciences: being an Exposition of the Principles of the 







地位を譲った哲学」（Philosophy finally relinquishing its Place in favor of Positive Science.）（769 頁）であ
る。また、『哲学史』の第 2 シリーズ17、コントに関わる章「Twelfth epoch」の題目は、「哲学史における
最終的な転機と、実証主義の決定的な確立」(Final crisis in the history of philosophy, and definitive 



































年）に創設した同志社英学校（後の同志社大学）に、その翌年（明治 9 年/1876 年）、自らが購入していた敷
地（旧薩摩藩邸）を提供している。『百一新論』の刊行事業は、山本にとって、同志社英学校創立の直前に行
われていたことになる。なお、新島譲と八重子の結婚は明治 9 年（1876 年）である。 
山本覚馬と西周との交流は、西が、オランダ留学から帰国した翌年、慶応 2 年 9 月より徳川慶喜に側近と






を認め出す」（『全集』第三巻、510 頁）とあるものの内容は不明。なお明治 18 年は山本覚馬が受洗した年
であり、また京都商工会議所会長に就任した年でもある。 





134  西周の「哲学」再考—『百一新論』と慶応年間の手記から— 
慶応元年 12 月 12 日 加藤弘之宛 653 頁（ライデン発信） 
慶応 2 年 9 月 12 日 相沢 朮
おけら
宛（湛庵）690 頁（江戸発信） 
慶応 2 年 10 月 12 日 松岡鏻次郎宛 625 頁（京都発信）「百学之情状」「大変革」  ① 
慶応 3 年正月 6 日 松岡鏻次郎宛 627 頁（京都発信） 
慶応 3 年正月 26 日 相沢朮（湛庵）24宛 690 頁（京都発信） 
慶応 3 年 3 月 6 日 松岡鏻次郎宛 630 頁（京都発信）「教法」への言及。暗殺事件。  ② 
慶応 3 年 4 月 7 日 津田真道宛 662 頁（京都発信）「塾」「塾生」についての言及あり。 
慶応 3 年 4 月 26 日 津田真道宛 663 頁（京都発信）開成所と医学所の合併。 
慶応 3 年 5 月 9 日 松岡鏻次郎宛 632 頁（京都発信） 塾についての言及あり。 
慶応 3 年 6 月 22 日 松岡鏻次郎宛 635 頁（京都発信）政庁の翻訳御用 
慶応 3 年 8 月 17 日 津田真道宛 663 頁（京都発信） 
明治元年 8 月 2 日 相沢朮（湛庵）宛 691 頁（東京発信）商人になる申請許可が下りない。 
明治 2 年正月 25 日 相沢朮（湛庵）宛 692 頁（沼津発信）沼津兵学校着任挨拶等。 
明治 2 年 4 月 16 日 永見裕宛 701 頁（沼津発信） 
明治 2 年 5 月 12 日 永見裕宛 701 頁 
明治 2 年 9 月 20 日 永見裕宛 702 頁（沼津発信） 
明治 2 年 10 月 17 日 永見裕宛 702 頁（沼津発信） 
明治 2 年 11 月晦日 松岡鏻次郎宛 641 頁（大阪発信） 
明治 3 年 3 月 17 日 松岡鏻次郎宛 643 頁（大阪発信） 
明治 4 年 11 月 3 日 松岡鏻次郎宛 644 頁（東京発信） 
明治 6 年 4 月 6 日 相沢朮（湛庵）宛 694 頁（東京発信）新聞の力。「蒸気車」について「千里も一同
様ノ思をなし申候」（新橋横浜間の鉄道開通
は明治 5 年） 
明治 6 年 6 月 21 日 松岡鏻次郎宛 639 頁（東京発信） 
明治 7 年 6 月 3 日 相沢朮（湛庵）宛 695 頁（東京発信） 
明治 7 年 8 月 9 日 相沢朮（湛庵）宛 696 頁（東京発信） 
明治 7 年 8 月 26 日 相沢朮（湛庵）宛 697 頁（東京発信） 
明治 7 年 8 月 31 日 津田真道宛 716 頁 山本覚馬について。 
明治 8 年 8 月 27 日 相沢朮（湛庵）宛 698 頁（東京発信） 
明治 8 年 11 月 18 日 相沢朮（湛庵）宛 698 頁（東京発信） 
 
このほか、舛子夫人の日記があり、そこには、山本覚馬が登場する。山本は、慶応 3 年 11 月、西の塾生





































































































































































































社、1943 年 3 月 25 日）、「西周の百一新論」（初出は、日本放送出版協会刊、1940 年 5 月 30 日）。 
6 桑木厳翼「西周の百一新論」（『日本哲学の黎明期―西周の『百一新論』と明治の哲学界』水心書肆、
2008）52 頁 
7 『全集』第一巻、19 頁 
 
 















9 『岩波哲学・思想辞典』（岩波書店、1998）1119 頁 
10  『全集』第一巻、615 頁 
11 『西周に於ける哲学の成立』（有斐閣、昭和 62 年）130 頁 









14『全集』第一巻、41 頁。「最後ノ篇」について、該書原本では、ELEVENTH EPOCH．CHAPTER I. 
Eclecticism. CHAPTERⅡ. AUGUSTE COMTE とある。該書の章立ては、「古代哲学」と「近代哲学」とに























17 原本の『哲学史』（The Biographical History of Philosophy）には、西が底本にしていた「ギリシャの起源
から今日に至るまで」（from its origin in Greece down to the present day.）という第１シリーズ 2 巻本
と、それとは別の「ベーコンから今日に至るまで」（from Bacon to the present day.）という第 2 シリー
ズ 2 巻本とがある。以下、両シリーズに共通する時代（近代哲学）にて、そこに挙げられている人物を列




18 スピノザに関わる章「演繹法の基礎」（Second epoch―Foundation of the deductive method―）の総論
となる節題 CHAPTERⅦに、「近代哲学における最初の転機」（First crisis in modern philosophy）（第 2
シリーズ 155 頁）とある。ちなみに、First epoch はベーコン特集となっており、「帰納法の基礎」
（Foundation of the inductive method.)とある。「third epoch」の章題は、「心理学の問題に還元された




物質主義」（Second crisis—Idealism, scepticism, and materialism producing the reaction of common 
sense）（73 頁）とある。 
20 林美茂氏は「実証主義は当時の西洋哲学界の主流であり、19 世紀西洋における自然科学の勃興に伴って出







22 桑木氏前掲書、21 頁 






した人物の一人で、日本紡績史上創業者の一人である」（『全集』第三巻、「解説」87 頁）。明治 10 年
（1877 年）に渡英し、渋沢の援助を受けながら彼の地で学んだ。英国からは紡績機械を買い付けて帰国
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『學苑』717、2000 参照。 
26 『全集』第一巻、625 頁 
27 『全集』第一巻、630 頁 
28 京都神楽岡宗忠神社 HP（http://munetadajinja.jp）2018 年 9 月 1 日参照。 
29 『全集』第一巻、288-289 頁 
30 『全集』第一巻、458-459 頁 
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